
 入院中，身体の一部分に圧がかかり続けたり，高齢や
薬の影響で食欲がなくなり，栄養状態が偏ったりすると，
褥瘡（じょくそう）が発生しやすくなります。 

 当院では褥瘡対策チーム※が協力し，患者さんおひとり
おひとりの状態を把握。体圧分散マットの設置や栄養指
導，保湿ケアなど，予防に力を入れています。 

 ※ 医師・看護師・薬剤師・栄養士など多職種が活動中！ 

    褥瘡（床ずれ）発生の予防 
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